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森
と
木
と
す
ま
い
ツ
ア
ー
＆
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

一
面
　
森
と
木
の
す
ま
い
ツ
ア
ー
＆
セ

　
　
　
ミ
ナ
ー
を
開
催
　
栄
え
の
叙

　
　
　
勲
・
褒
章

二
面
　
農
林
水
産
際
で
木
材
Ｐ
Ｒ

三
面
　
中
型
グ
ル
ー
プ
共
済
の
加
入
拡

　
　
　
充
を
　
林
野
庁
補
正
予
算

四
面
　
景
況
調
査
　

　
全
木
連
は
、「
森
と
木
と
す
ま
い
ツ
ア

ー
＆
セ
ミ
ナ
ー
」
を
　　
月
　　
日

１０

２２

　（　）金
に
開

催
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
一
般
消
費
者
を
対

象
と
し
て
、
毎
年
秋
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
一
日
で
林
業
地
（
山
林
）
か

ら
製
材
工
場
、
木
材
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、

木
造
住
宅
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
等
ま
で
効

率
的
に
見
学
で
き
る
上
に
、
事
業
者
・

専
門
家
か
ら
現
場
の
話
が
聞
け
る
と
い

う
こ
と
で
参
加
者
か
ら
好
評
を
博
し
て

い
る
。
今
回
の
ツ
ア
ー
＆
セ
ミ
ナ
ー
は

埼
玉
県
西
部
の
飯
能
市
を
中
心
と
し
た

西
川
林
業
地
と
近
く
の
製
材
工
場
等
を

見
学
地
と
し
て
秋
の
午
後
半
日
で
の
開

催
と
な
っ
た
。
今
回
は
、
主
に
首
都
圏

在
住
の
消
費
者
　　
名
が
参
加
し
た
。
当

４４

日
は
、
地
元
の
協
同
組
合
フ
ォ
レ
ス
ト

西
川
の
大
河
原
理
事
長
に
講
師
を
お
願

熱
心
な
質
問
が
出
さ
れ
た
。
同
様
の
ツ

ア
ー
＆
セ
ミ
ナ
ー
は
、
　　
月
　　
日

１１

２４

　（　）水
に

　　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　　　　栄
え
の
叙
勲
・
褒
章
（

年
秋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　（
敬
称
略
）

22
旭
日
小
綬
章
　
古
賀
　
富
夫
（
佐
賀
）

旭
日
双
光
章
　
横
山
　
久
雄
（
大
分
）

旭
日
双
光
章
　
細
江
　
覚
郎
（
岐
阜
）

（
以
上
、
他
省
庁
関
係
受
賞
）

も
群
馬
県
桐
生
市
で
開
催
し
た
。

旭
日
小
綬
章
　
竹
内
　
福
治
（
東
京
）

黄
綬
褒
章
　
小
林
　
忠
次
（
山
梨
）

（
以
上
、
農
林
水
産
省
関
係
受
賞
）

い
し
て
山
林
、
木
材
加
工
場
等
を
回
っ

た
。
行
き
の
バ
ス
の
中
で
は
、
ま
ず
大

河
原
理
事
長
か
ら
西
川
林
業
の
概
要
や
、

現
在
の
林
業
・
木
材
産
業
の
実
情
等
の

説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
の
林
業
地

（
山
林
）
に
入
っ
た
。
心
配
さ
れ
た
前

日
の
雨
も
止
み
ひ
ん
や
り
と
し
た
山
の

中
に
入
り
、
西
川
林
業
地
の
手
入
れ
の

行
き
届
い
た
山
林
を
見
な
が
ら
木
の
見

分
け
方
か
ら
林
業
の
現
場
に
つ
い
て
の

お
話
を
聞
い
た
。
そ
の
後
、
移
動
し
木

材
の
ス
ト
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
や
木
材
加
工

場
の
施
設
、
木
材
乾
燥
機
等
を
見
学
し

丁
寧
な
説
明
を
受
け
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
実
際
に
山
に
入
っ
て
林
業
の
現
場

の
雰
囲
気
が
よ
く
分
か
っ
た
。」「
森
林
に

入
っ
て
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。」等
の
意

見
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
バ
ス
の
中
で

は
木
材
の
加
工
に
か
か
る
コ
ス
ト
等
の
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農
林
水
産
祭
で
木
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
日
曜
大
工
教
室
を
開
催

　
農
林
水
産
省
と
　（　）財
日
本
農
林
漁
業
振

興
会
主
催
の
平
成
二
十
二
年
度
（
第
四

十
九
回
）
農
林
水
産
祭
「
実
り
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
十
一
月
十
二
日
及
び

十
三
日
の
二
日
間
、
東
京
都
江
東
区
有

明
の
東
京
国
際
展
示
場
（
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
）
で
開
催
さ
れ
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
て
多
く
の
入
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

入
場
者
数
は
四
万
六
千
人
。

　
農
林
水
産
祭
は
、
国
民
共
に
収
穫
を

喜
び
、
農
林
水
産
業
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
高
め
、
農
林
水
産
物
の
消
費
拡

大
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県
、
中
央
・

地
方
の
農
林
水
産
団
体
が
協
力
し
て
毎

年
十
一
月
に
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　
会
場
で
は
、
政
府
特
別
展
の
ほ
か
、

農
林
水
産
団
体
の
展
示
・
即
売
と
、
都

道
府
県
に
よ
る
郷
土
農
林
水
産
物
の
展

示
・
即
売
等
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
林
産
部
門
と
し
て
全
木

連
が
世
話
役
と
な
り
、
木
材
利
用
推
進

の
Ｐ
Ｒ
の
場
所
と
し
て
、
各
種
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
関

係
団
体
及
び
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、

次
の
催
し
物
を
行
っ
た
。

　
　
　
参
加
団
体
（
十
二
団
体
）

　（　）社
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、
全
国
森
林

組
合
連
合
会
、
全
国
天
然
木
化
粧
合
単

板
工
業
協
同
組
合
連
合
会
、
全
国
木
材

防
虫
Ｊ
Ａ
Ｓ
協
議
会
、
全
国
木
造
住
宅

機
械
プ
レ
カ
ッ
ト
協
会
　（　）財
日
本
合
板
検

査
会
、
日
本
合
板
工
業
組
合
連
合
会
、

日
本
集
成
材
工
業
協
同
組
合
、
　（　）財
日
本

住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
、
日
本
特

用
林
産
振
興
会
、
日
本
木
材
防
腐
工
業

組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活
木
活
木
（
い
き

い
き
）
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
協
力
機
関

日
本
日
曜
大
工
ク
ラ
ブ
。

　
　
催
し
の
内
容

北
海
道
産
木
材
を
展
示
・
Ｐ
Ｒ

　
十
月
十
四
日
に
北
海
道
札
幌
市
で
第

四
十
五
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
が

開
催
さ
れ
た
（
既
報
）。大
会
で
は
新
し

い
試
み
が
み
ら
れ
、
会
場
ホ
ー
ル
に
は

北
海
道
産
木
材
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、
参
加
者
の
関
心
が
高
か
っ
た
。

展
示
は
、
こ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
き
た

が
、
今
回
の
よ
う
な
本
格
的
な
も
の
は

初
め
て
と
思
わ
れ
る
。

﹇
日
曜
大
工
教
室
﹈

　
日
曜
大
工
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
指
導
に

あ
た
り
、
踏
み
台
、
道
具
箱
等
あ
ら
か

じ
め
キ
ッ
ト
加
工
し
た
も
の
を
製
作
し

た
。
無
料
と
あ
っ
て
参
加
希
望
者
が
多

く
、
人
数
制
限
を
す
る
ほ
ど
の
盛
況
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
天
皇
杯
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
年
度
受

賞
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
。
林
産

部
門
の
協
和
木
材
㈱
（
福
島
県
）
に
つ

い
て
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
た
。

森と木とすまいツアー＆セミナー

（木材加工場にて）
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中
型
グ
ル
ー
プ
共
済
の
加
入
拡
充
を

　割
安
な
掛
金
で

　　
　
大
き
な
保
障

　　
　
月
額
４
８
６
円

　掛
金
は
　　
歳
男
性
な
ら

４５

こ
ん
な
場
合
に

　　　お
役
に
立
ち
ま
す

林
野
庁
補
正
予
算
の
概
要

　
全
木
協
連
が
運
営
す
る
中
型
グ
ル
ー

プ
共
済
は
、
傘
下
事
業
所
役
員
、
従
業

員
の
業
務
上
、
業
務
外
の
事
故
を
幅
広

く
保
障
す
る
生
命
共
済
保
険
。
開
始
以

来
三
十
六
年
を
迎
え
た
。
全
木
協
連
で

は
共
済
事
業
は
事
業
の
中
核
で
あ
り
、

今
年
度
重
点
的
に
加
入
推
進
に
あ
た
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
割
安
な
掛
金

で
大
き
な
保
障
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
簡

単
な
手
続
き
で
加
入
で
き
る
こ
と
、
一

年
更
新
の
た
め
経
済
情
勢
に
あ
わ
せ
必

要
な
保
障
額
を
選
べ
る
こ
と
、
掛
金
は

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
参
入
で
き
る

こ
と
な
ど
。

　
▼
二
十
六
歳
男
性
。
工
場
で
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
と
木
材
の
間
に
挟
ま
れ
、
足

を
骨
折
。
入
院
給
付
金
を
給
付
。

　
▼
二
十
九
歳
男
性
。
ス
キ
ー
の
間
に

骨
折
。
入
院
給
付
金
給
付
。

　
▼
四
十
九
歳
男
性
。
ト
ラ
ッ
ク
に
荷

物
の
積
込
み
中
、
足
を
滑
ら
せ
て
ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台
か
ら
転
落
。
入
院
給
付
金

を
給
付
。

　
林
野
庁
の
平
成
二
十
二
年
度
補
正
予

算
の
概
要
は
別
掲
の
と
お
り
。
木
材
産

業
に
関
連
す
る
の
は
、「
森
林
・
林
業
再

生
総
合
対
策
」
の
九
十
四
億
円
で
、
具

体
的
に
は
次
の
と
お
り
。

　
①
公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進
法
の

着
実
な
推
進
の
た
め
に
行
う
、
公
共
建

築
物
の
木
造
・
木
質
化
、
木
製
品
等
へ

の
地
域
材
利
用
の
促
進

　
学
校
の
武
道
場
、
社
会
福
祉
施
設
等

の
整
備
が
対
象

　
地
方
公
共
団
体
向
け
の
定
額
（
標
準

的
な
単
価
）
助
成

　
・
地
域
材
の
利
用
・
五
万
円
／
k

（
地
域
材
の
使
用
量
に
応
じ
た
支
援
）

　
・
木
造
公
共
施
設
の
整
備
・
十
三
・

五
万
円
／
g
（
建
築
す
る
施
設
の
床
面

積
に
応
じ
た
支
援
）

　
【
木
質
内
装
整
備
の
み
の
場
合
・
四

・
五
万
円
／
g
】

　
注
１
　
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、

各
都
道
府
県
の
協
議
会
に
参
画
す
る
こ

と
が
必
要
。

　
注
２
　
内
容
は
、
今
後
、
変
更
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
②
産
地
が
明
ら
か
な
木
材
を
住
宅
等

に
利
用
し
た
場
合
の
支
援

　
都
道
府
県
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
県

産
材
を
利
用
し
た
場
合
の
助
成
措
置
に

対
す
る
拡
充
措
置
（
制
度
が
な
い
と
こ

ろ
は
新
設
、
制
度
が
あ
る
と
こ
ろ
は
枠

や
対
象
範
囲
の
拡
大
、
金
額
（
上
限
あ

り
）
の
拡
充
）
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

　
注
３
　
こ
の
内
容
は
今
後
、
変
更
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

平成22年度　林野庁関係補正予算（第1号）の概要

補　正　追　加　額 637　億円

１　森林・林業再生総合対策

2　集約化森林整備等緊急対策

3　山地災害等の防止対策

（単位：百万円）

林　　野　　庁
平成22年10月

追　　加　　額

非公共 公　共 計

木造公共施設等整備、住宅等への地域材

活用支援、環境整備による里山再生の実施

集約化森林整備緊急対策

路網整備加速化緊急対策

治山事業等を実施し地域の安全・安心を確保

山林施設災害復旧事業等

9,400

17,000

5,000

12,000

25,500

11,844

9,400 54,344 63,744

17,000

5,000

12,000

25,500

11,844

9,400

合　　　　　計

（参考）上記のほかに
　　　農山漁村地域整備交付金により、森林基盤整備事業を追加（１）
　　実施（321億円の内数)。
　　　事業を円滑に実施するため、国庫債務負担行為（ゼロ国債）（２）
　　の補正（治山事業171億円（事業規模))を計上。

◎保障内容

◎月額掛金 （単位：円）

Ⅴ型Ⅳ型Ⅲ型Ⅱ型Ⅰ型型

①

②

③

④

〈死亡・高度障害保険金＋
災害保険金（障害給付金）〉

※うち災害保険金（障害給付金）

〈死亡・高度障害保険金〉

〈障害給付金第2級～第6級〉

（120日限度）
〈入院給付金〉

不慮の事故による
死亡・高度障害のとき

病気による
死亡・高度障害のとき

不慮の事故で
障害状態になられたとき

不慮の事故で
5日以上入院されたとき

2,000万円

1,000万円

700～100

15,000円

1,400万円

700万円

490～70

10,500円

1,100万円

550万円

385～55

8,250円

660万円

330万円

231～33

4,950円

220万円

110万円

77～11

1,650円

※1,000万円 ※700万円 ※550万円 ※330万円 ※110万円

程度により

万円

程度により

万円

程度により

万円

程度により

万円

程度により

万円

1日につき 1日につき 1日につき 1日につき 1日につき

型
Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 Ⅴ型

加入年齢 性別
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
性別
男性
女性

型

Ⅴ型
（更新される方のみ）

15～35歳

36～40歳

41～45歳

46～50歳

51～55歳

56～60歳

61～65歳

66～70歳 －
－
71歳

3,520
2,950
3,890
3,400
4,420
3,670
5,360
4,190
6,830
4,900
8,820
5,490
11,790
6,690

2,547
1,229

2,464
2,065
2,723
2,380
3,094
2,569
3,752
2,933
4,781
3,430
6,174
3,843
8,253
4,683

2,774
1,337

1,936
1,623
2,140
1,871
2,431
2,019
2,948
2,305
3,757
2,696
4,851
3,020
6,485
3,680

3,024
1,460

1,161
974
1,284
1,122
1,458
1,211
1,769
1,383
2,254
1,617
2,910
1,812
3,891
2,208

3,306
1,603

387
325
428
374
486
404
589
461
751
539
970
604
1,297
736
1,966
995

3,632
1,768

－
－
72歳

－
－
73歳

－
－
74歳 75歳

追　加　項　目

４　災害復旧等事業費

　
掛
金
は
男
性
、
女
性
と
も
三
十
五
歳

以
下
は
一
定
、
そ
の
後
年
齢
に
応
じ
五

歳
ご
と
に
掛
金
が
変
わ
る
。
た
と
え
ば
、

男
性
四
十
五
歳
で
あ
れ
ば
、
掛
金
は
月

額
四
百
八
十
六
円
で
、
保
障
内
容
は
不

慮
の
事
故
に
よ
り
入
院
し
た
場
合
は
、

一
日
に
つ
き
千
六
百
五
十
円
の
入
院
給

付
金
、
病
気
死
亡
の
と
き
百
十
万
円
の

死
亡
保
険
金
が
保
証
さ
れ
る
。
十
四
歳

六
カ
月
超
七
十
歳
六
カ
月
以
下
の
方
が

加
入
で
き
る
た
だ
し
、
六
十
六
歳
以
上

は
死
亡
保
険
金
百
十
万
円
の
コ
ー
ス
の

み
に
な
る
。
更
新
は
七
十
五
歳
六
カ
月

ま
で
継
続
で
き
る
）。
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〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

平成22年11月25日（木曜日） （第632号）（第三種郵便物認可）

木
材
業
景
況
調
査
の
概
要
（
十
月
分
）

　
十
月
は
、
流
通
・
製
造
部
門
と
も
販

売
量
は
増
加
し
た
。
販
売
量
は
前
月
に

続
き
「
増
加
」
と
な
り
堅
調
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
仕
入
量
に
つ
い
て
は
、
流
通
部

門
で
は
変
わ
ら
ず
、
製
造
部
門
で
は
増

加
し
た
。
ま
た
、
販
売
価
格
に
つ
い
て

は
、
流
通
・
製
造
部
門
と
も
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
仕
入
価
格
に
つ
い
て
は
、
流

通
部
門
で
は
変
わ
ら
ず
、
製
造
部
門
で

は
上
昇
し
た
。

　
十
一
月
は
、
流
通
・
製
造
部
門
と
も
、

販
売
量
は
増
加
の
見
通
し
で
あ
る
。
仕

入
量
に
つ
い
て
は
、
流
通
部
門
で
は
変

わ
ら
ず
、
製
造
部
門
で
は
増
加
の
見
通

し
で
あ
る
。
販
売
価
格
、
仕
入
価
格
は

変
わ
ら
ず
の
見
通
し
で
あ
る
。

　
三
ヵ
月
後
の
相
場
予
想
に
つ
い
て
は
、

流
通
・
製
造
部
門
と
も
、
南
洋
材
、
北

洋
材
、
国
産
材
は
保
ち
合
い
予
想
で
あ

る
。
米
材
に
つ
い
て
は
、
流
通
部
門
で

は
保
ち
合
い
予
想
、
製
造
部
門
で
は
弱

含
み
予
想
で
あ
る
。
ま
た
、
建
材
は
保

ち
合
い
予
想
で
あ
る
。

　
流
通
部
門
に
お
け
る
「
乾
燥
材
取
引

22年10月分集計表
モニター数108　　回答数60　　回収率56％

モニター数116　　回答数74　　回収率64％

増加37％（22）
増加32％（19）
上昇　8％（　5）
上昇20％（12）

増加27％（16）
増加22％（13）
上昇　5％（　3）
上昇13％（　8）

強　含　み
　2％（　1）
15％（　7）
14％（　7）
18％（10）
14％（　7）

増　　加
12％（　7）

保ち合い
82％（42）
74％（35）
76％（38）
71％（39）
70％（34）

変わらず
88％（49）

減少17％（10）
減少23％（14）
下降　5％（　3）
下降12％（　7）

減少13％（　8）
減少15％（　9）
下降　5％（　3）
下降　8％（　5）

弱　含　み
16％（　8）
11％（　5）
10％（　5）
11％（　6）
16％（　8）

減　　少
　0％（　0）

変わらず46％（28）
変わらず45％（27）
変わらず87％（52）
変わらず68％（41）

変わらず60％（36）
変わらず63％（38）
変わらず90％（54）
変わらず79％（47）

変わらず46％（34）
変わらず54％（40）
変わらず81％（60）
変わらず65％（48）

変わらず51％（38）
変わらず56％（41）
変わらず94％（69）
変わらず73％（54）

増加39％（29）
増加31％（23）
上昇14％（10）
上昇28％（21）

増加38％（28）
増加32％（24）
上昇　5％（　4）
上昇22％（16）

強　含　み
10％（　3）
17％（　4）
14％（　3）
22％（14）

1ヵ月以内
62％（　8）

保ち合い
69％（20）
74％（17）
77％（17）
62％（39）

1ヵ月
30％（　4）

減少15％（11）
減少15％（11）
下降　5％（　4）
下降　7％（　5）

減少11％（　8）
減少12％（　9）
下降　1％（　1）
下降　5％（　4）

弱　含　み
21％（　6）
　9％（　2）
　9％（　2）
16％（10）

1ヵ月以上
　8％（　1）

の
頻
度
」
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
傾
向

と
同
様
に
「
変
わ
ら
ず
」
の
回
答
が
主

で
あ
る
が
、
乾
燥
材
の
一
定
の
取
引
は

定
着
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
操
業
状
況
は
回

復
し
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
◆

　
調
査
結
果
は
、
販
売
量
が
二
ヶ
月
連

続
の
増
加
と
な
り
、
堅
調
さ
が
見
ら
れ

た
。
た
だ
し
仕
入
量
に
つ
い
て
は
結
果

が
分
か
れ
て
お
り
、
全
体
的
な
荷
動
き

の
ア
ッ
プ
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
だ
、
限
定
的
な
動
き
と
見

ら
れ
る
。

　
来
月
の
結
果
が
期
待
さ
れ
る
。


